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Sランク 対応性・更新性（荷重のゆとり、スケルトン＆インフィル）

まちなみ・景観への配慮（周辺の風環境を活かす、緑地の保全、新たなシンボルの形成）

建物の熱負荷抑制（表面積の少ない楕円形状の外皮）

自然エネルギー利用（自然換気、自然採光、太陽光発電）

設備システムの高効率化（全面床吹出し空調、蒸気レス塗装用空調システム）

地球温暖化への配慮（LCCO2削減）
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居住者とともに進化するパッシブデザイン 

※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します

CASBEE評価省エネルギー性能
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建物頂部のベンチレーター
による自然換気システム

トップライトからの自然採光

工場エリア中央に配された吹抜けを中心に各居室がつながり、 
組織の一体感を高めるとともに、光、風等の経路ともなっている。 
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建物正面外観 

2階平面図 

東西方向断面図 

鳥瞰 

工場吹抜 

建築主は塗装システムの開発・設計・施工を

国内外に展開するトップエンジニアリングカン

パニーである。 

環境問題と常に向き合ってきた企業の開発セ

ンターとして建設された本建物は、同社の強い

環境理念とその取組みを内外に発信できるよう、

「環境負荷削減を目に見える形として具現化する

デザイン」をコンセプトとして計画した。 

外皮温熱負荷削減も意図した独創的な曲面形

状の外観、スケルトン事務室に自然通風換気・

自然採光機能が調和した空間デザイン、視覚・風・

光のつながりを兼ねた工場吹抜など、建築と設

備が一体となり、居住者にとって分かりやすく、

使い勝手の良い建築を目指した。 

その結果、年間消費エネルギー量実績は、一

般事務所ビルをベンチマークとしたときの CO2

排出量削減比 50％を達成した。 

光と風のみち 

建物中心部に吹抜を配置し、1 階に生産エリア、2 階は吹抜を取囲むように居

室を配置。 

この吹抜は視覚的に各エリアをつなぐだけでなく、自然エネルギーを利用す

る、光と風のみちとしても機能している。 

社員の一体感を高め、周辺の豊かな自然環境を享受できる、生活感豊かな空

間を目指した。 

自然採光、自然換気をデザインする 
自然が色濃く残る立地条件を生かし、風・光を居住者が最大限に享受できるよう、建築と設備が一体となったデザインを実現した。 

屋外気流解析による換気効果予測 
建物・敷地形状及び卓越風（北東～東）と自然換気開口部位置の検討。シミュレーションの結果、北側換気開口部の風圧係数は

＋圧となり、約 7回 /h（v=3m/s 時）の十分な換気量が得られることを確認した。 

自然換気効果の実測 
事務室内換気回数：最大 12 回 /h、平均 6 回 /h であり、室内
気流風速は最大でも 0.4m/s と、有効な自然換気が計画通り行
われていることを確認した。 

 
MV 値は概ね ±0.5 の範囲内、最大で＋0.8 の範囲となり、居
住者は自身の快適環境範囲内で、自然換気を積極的に利用し
ていることがうかがえる。 

ユーザー自身が温熱環境をコントロール 
左：事務室 ハンドル網付換気窓 
中：エントランスホール ジャロジー換気窓 
右：工場 メッシュ付搬入扉 

表面風圧係数分布 外部風速に対する換気量予測 

自然換気風量・風速実測結果（中間期代表日） 

事務室 

エントランスホール 

事務室の実測照度 

自然換気時の室内温熱環境実測結果（中間期代表日） 

曇天でも明るい事務室 
 
 
 
自然採光時の照度測定結果 
事務室のほぼ全域が照度 500
ルクス以上となっている。 
居住者ヒアリングでも日中は
ほぼ自然採光のみで運用して
いることが確認された。 

設計担当者 
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